




36 ― Abstract ―
. White Man Returns.is.the.final.volume.of.Agnes.Newton.Keith’s.Borneo.Trilogy..Whereas.the.first.








































boring.new.Republic.of.the.Philippines.and.the.assassination. of. the.colonial.governor. in.Sarawak.













































　アグネス・キースによるボルネオ 3 部作の題名は，第 1 作がボルネオを意味する『Land.Below.the.
Wind（風下の国）』，第2作が捕虜収容所からの生還を指す『Three.Came.Home（三人は帰った）』，第













































































































































































いぞ独立運動が起きないまま，本書の刊行から 13 年後の 1963 年，新生マレーシアの 1 州となるかた
ちで，ようやく独立が果たされる。一方，ボルネオ島で国境を接するインドネシアは，太平洋戦争終











　実は，本作の最末尾には，カナダ到着後の 1950 年 12 月クリスマスイブの日付で，「The.white.man.
returns.-.as.man,.to.remain.」と書かれている。直訳すれば「白人は還る。人として，留まるために」
となろうか。その前提となるのは，この年一時帰国し，カナダの家族とともにクリスマスを過ごすは
ずだった夫のハリーが，同年 6 月の朝鮮戦争勃発，10 月の中国軍参戦を経て，急遽北ボルネオへの帰
還を命じられ，一足先に旅立った事実である。
　ボルネオ 3 部作を読み続けて来た読者であれば，激しい既視感を覚えずにはいられないだろう。第
2 作巻頭に書かれていたのは，新婚早々4 年余りをボルネオで過ごし，1939 年に一時帰国を果たした
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oakbaychronicles.ca/?page_id=1628,.2017 年 7 月 18 日閲覧。.
（13）. もっぱら中国料理の高級食材として輸出される。
（14）. Wongによれば，勅許会社は利益目的の組織であったため，北ボルネオ政府には当初約 30 年間，教育担当
官が置かれず，修道院と中国系互助組織に任されていた（p..77）。
（15）.『風下の国』の登場人物でこの記述に当てはまるのは，在サンダカン中華民国初代領事呉勤訓とフランス人
妻の子供で，作中フィフィユと呼ばれている娘のみである。
（16）. ドッペルゲンガ （ー自己像幻視）現象とみられる。
（17）. 山田より引用。
（18）. 現在ではサラワク州シブ市のモスク（Masjid.An.Nur）敷地内に，処刑された4人を愛国的戦士として顕彰
する記念碑が建てられている。
（19）. 本作の次に，フィリピンでの経験を主に記した『Bare.Feet.in.the.Palace（1955，.未訳，仮訳題『裸足の宮
殿』）のp..24-32では，著者の問題意識はさらに先鋭化し，「白人至上主義」「人種的偏見」「機会不均等」などの
用語でアジアの植民地に置ける白人の態度を糾弾するに至る。
